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 －1－  

 
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
1968

（
昭
和
43

）
年
、
横
須

賀
市
が
主
催
し
、
衣
笠
公
園
で

行
わ
れ
た
「
少
年
少
女
の
集
い
」

が
、
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。
そ

の
後
1970
（
昭
和
45

）
年
、
1973
（
昭

和
48

）
年
お
よ
び
1980
（
昭
和
55

）

年
に
、
こ
の
名
称
で
の
開
催
記

録
が
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
だ

っ
た
か
ど
う
か
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
名
称
で
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1984

（
昭
和
59

）
年
か
ら
。
こ
の
年

の
新
市
庁
舎
竣
工
に
合
わ
せ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
「
国
際
親
善
わ
ん
ぱ

く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
い
う

名
称
で
、
1989

（
平
成
元
）
年
か

ら
、
少
な
く
と
も
2001
（
平
成
13

）

年
ま
で
行
わ
れ
た
記
録
が
あ
り

ま
す
。 

 

こ
の
名
称
変
更
に
関
係
あ
り

そ
う
な
出
来
事
と
し
て
、
1989

（
平
成
元
）

年
に
、
横
須

賀
市
が
「
核

兵
器
廃
絶
・

平
和
都
市
宣

言
」
を
し
て

い
ま
す
。
ま

た

国

内

で
は
、
昭

和

か

ら

平

成

に

改
元
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
的
に
は
、
こ
の
年
、

二
つ
の
対
照
的
な
大

事
件
「
天
安
門
事
件
」

と
「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩

壊
」
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

さ
ら
に
そ
の
後
「
よ
こ
す
か

わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
名
称
で
、
2006

（
平
成
18

）
年

か
ら
2008
（
平
成
20

）
年
ま
で
行

わ
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
変
更
は
、
2003

（
平
成
15

）
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
よ
こ
す
か

開
国
祭
」
か
、
2007

（
平
成
19

）

年
の
「
市
制
施
行
100

周
年
」
の

ど
ち
ら
か
に
、
関
係
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

当
協
議
会
は
、
2006
（
平
成
18

）

年
の
「
第
23

回
よ
こ
す
か
わ
ん

ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
こ
の

年
に
横
須
賀
市
青
少
年
育
成
推

進
員
が
設
置
）
か
ら
参
加
し
、

次
第
に
主
要
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
2008

（
平
成
20

）
年
、
通
算
25

回
目

を
も
っ
て
、
横
須
賀
市
主
催
に

よ
る
開
催
は
、
最
後
を
迎
え
ま

し
た
。 

 

 
翌
2009
（
平
成
21

）
年
か
ら
は
、

当
時
の
当
協
議
会
副
会
長
・
芦

澤
雄
一
氏
と
庶
務
・
吉
田
徹
氏

の
獅
子
奮
迅
の
働
き
に
よ
り
、

主
要
参
加
団
体
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
組
織
。
名
称
も
「
わ
ん

ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0

X
X

」

と
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
の
年
「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

2
0

0
9

」
を
総
合
福

祉
会
館
で
開
催
で
き
た
の
も
、

翌
年
以
降
の
行
政
支
援
を
取
り

付
け
ら
れ
た
の
も
、
お
二
方
の

尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

 

2010

（
平
成
22

）
年
か
ら
は
、

会
場
を
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉

大
学
に
移
し
、
2017

（
平
成
29

）

年
は
台
風
19

号
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
2019

（
令
和

元
）
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
、

内
容
的
に
も
充
実
し
、
数
千
人

の
来
場
者
を
見
込
む
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
に
育

ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に

長
い
歴
史
の
あ

る
「
わ
ん
ぱ
く

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
す
が
、
実

行
委
員
会
に
よ

る
運
営
に
移
行

し
て
か
ら
12

年
が
経
過
し
、
実

行
母
体
・
内
容
と
も
に
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
考
え
る
局
面
に
差

し
掛
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

広
報
研
究
部
会
・
小
林
正
和 

 

「
わ
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
秘
話 

～
始
ま
り
、
現
在
、
未
来
へ
～ 
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11

月
13

日
（
土
）
横
須
賀
中

央
駅
周
辺 

 

参
加
者
30

名
（
推
進
員
27

名
、
そ
の
他
３
名
） 

 

冬
の
始
ま
り
、
雲
一
つ
な
い

晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
昨

年
同
様
、
推
進
員
の
み
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
か
け
よ
う
一
声
！
な
く
そ

う
非
行
！
」の
横
断
幕
を
張
り
、

の
ぼ
り
旗
を
手
に
持
ち
、
準
備

完
了
。 

 

 

「
今
年
は
推
進
員
全
員
で
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
」
と

の
環
境
研
究
部
会
長
か
ら
の
指

示
で
、
順
番
に
拡
声
器
を
手
渡

さ
れ 

『
困
り
ご
と
、
相
談
ご
と

が
あ
っ
た
ら
、
警
察
や
大

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
』 

『
大
人
は
あ
な
た
達
を
見

守
っ
て
い
ま
す
』 

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

 

Ｙ
デ
ッ
キ
に
並
べ
ら
れ
た
中

学
生
が
描
い
た
71

枚
の
非
行

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ポ
ス
タ

ー
の
前
で
、
行
き
交
う
人
が
足

を
止
め
て
見
入

っ
て
い
る
姿
も

見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。 

 

 

今
年
も
、
駅
前
広
場
に
そ
び

え
立
つ
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
大
木

が
、
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

広
報
研
究
部
会
・
飯
田
功  

 

11

月
８
日
（
月
）
～
12

日

（
金
）
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環

と
し
て
、
今
年
も
市
役
所
北
口

掲
示
板
に
、入
選
作
を
中
心
に
、

非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ポ

ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。

 

 

募
集
テ
ー
マ
「
中
学
生
が
考

え
る
非
行
防
止
」
に
応
じ
て
く

れ
た
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
出

来
は
も
ち
ろ
ん
、
中
学
生
の
皆

さ
ん
の
非
行
防
止
に
対
す
る
考

え
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
よ
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

環
境
研
究
部
会 

 
 

 

非
行
防
止 キ

ャ
ン
ペ
ー
ン 

パ
ネ
ル
展
示 

ＡＢＯＵＴ ＣＡＭＰＡＩＧＮ 

 内閣府が主導する 

『青少年の非行・被害防止全国強調月間』 

� 学校が夏休みに入る 7 月に、関係省庁・

地方自治体及び民間関係団体と連携し

て展開 

『子供・若者育成支援強調月間』 

� 子供・若者育成支援推進大綱を踏まえ

た取組を、国民運動として総合的に展

開する契機として、11 月に設定 

に合わせて、毎年行っている活動です。 
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広
報
研
究
部
会 

部
会
長
・
番
場
清
隆 

～
コ
ロ
ナ
禍
で 

活
動
で
き
な
か
っ
た
と 

思
わ
れ
る
か
も 

知
れ
ま
せ
ん
が
～ 

 

今
期
（
令
和
２
～
３
年
度
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
、

協
議
会
４
研
究
部
会
も
中
学
校

区
地
域
連
絡
会
も
、
全
体
と
し

て
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
て
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
、
屋
外
を
中
心
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
、

最
初
か
ら
何
も
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開

催
を
予
定
し
て
何
回
も
会
議
を

開
き
、
協
議
し
、
工
夫
し
た
も

の
の
、
止
む
無
く
䢧
と
い
う
も

の
が
多
々
あ
り
、
非
常
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
全
て
含
め

て
、
立
派
な
青
少
年
育
成
活
動

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

広
報
研
究
部
会
の
役
割
は
、

他
の
３
研
究
部
会
と
中
学
校
区

の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
て
「
よ

こ
す
か
育
成
通
信
」
に
掲
載
す

る
こ
と
で
す
。 

 

今
（
31
・
32

合
併
）
号
で
は
、

推
進
員
が
本
気
で
コ
ロ
ナ
に
立

ち
向
か
っ
た
記
録
を
最
大
限
掲

載
で
き
る
よ
う
、
部
会
員
一
同

が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

研
修
研
究
部
会 

部
会
長
・
中
尾
洋
子 

 

推
進
員
の
皆
さ
ん
、
今
期
の

活
動
に
参
加
し
て
楽
し
か
っ
た

で
す
か
？ 

 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出

に
と
も
な
う
様
々
な
制
約
の
中
、

毎
月
の
会
議
も
、
換
気
し
な
が

ら
１
時
間
を
目
安
に
、
密
に
な

ら
な
い
様
、
気
を
つ
け
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
会
議
で
、
新
任
推
進
員

か
ら
の
「
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
様
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
な

い
」
と
の
発
言
に
、
推
進
員
歴

14

年
の
私
が
こ
れ
ま
で
見
聞

き
し
た
活
動
の
色
々
や
、
自
ら

企
画
・
運
営
し
て
き
た
活
動
の

様
々
を
、
気
付
い
た
ら
と
て
も

熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
事
を
後
悔
し
て
欲

し
く
な
い
と
思
い
、
こ
の
活
動

を
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

っ
て
、
熱
弁
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 
私
は
、
今
期
、
活
動
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
、
す
っ
か
り

失
念
し
て
い
た
の
で
す
。 

 

確
か
に
毎
月
の
会
議
で
も
、

創
意
工
夫
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
。「
何
か
活
動

が
で
き
る
の
か
？
」
ば
か
り
を

考
え
、
悩
ん
で
い
る
ば
か
り
で

し
た
。
そ
し
て
今
、
何
か
横
の

繋
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
様
な
こ

と
を
、
企
画
で
き
れ
ば
良
か
っ

た
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
で
き
る

こ
と
を
、
で
き
る
時
に
、
無
理

な
く
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大

人
の
私
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。 

 

 

12

月
21

日
（
火
） 

 

横
須
賀
中
央
駅
～
汐
入
駅 

 

毎
年
８
月
と
12

月
の
役
員

会
終
了
後
に
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
８
月

は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
の
た
め

中
止
。
12

月
は
新
規
感
染
者
数

が
十
数
人
／
日
に
減
少
し
て
お

り
実
施
。
横
須
賀
の
街
も
、
少

し
だ
け
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
て 

研
究
部
会
活
動 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル 

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｙ 

横
須
賀
市
青
少
年
育
成
推
進
員
・
連
絡
協
議
会 

ＡＢＯＵＴ ＵＳ 

「青少年育成推進員」（以下、

推進員）は、横須賀市独自の

制度です。連合町内会長が推

薦し、横須賀市長が委嘱しま

す。また、県の青少年指導員

も兼ねています（神奈川県知

事が委嘱）。 

 定員は中学校区ごとに決め

られており、全 23 中学校区合

計で 160 名になります。 

 任期は 1 期 2 年となってお

り、令和 2 年 4 月 1 日から令

和 4 年 3 月 31 日の今期は、

第 8 期に当たります。 

 中学校区ごとに、町内会・

自治会や青少年関係団体、学

校などと連携して、青少年の

健全育成活動や非行防止活動

を行っています。 

 一方、全推進員による「青

少年育成推進員連絡協議会」

（以下、協議会）が組織され

ています。協議会では、中学

校区を横断する推進員によ

り、4 研究部会 

 育成研究部会 

 環境研究部会 

 研修研究部会 

 広報研究部会 

が運営されています。 
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【
紹
介
編
】 

 

中
学
校
対
抗 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー 

大
会
と
は
？ 

 

市
内
の
中
学
校
区
を
開
催
地

と
し
て
、
横
須
賀
の
素
晴
ら
し

い
史
跡
や
景
勝
地
を
廻
り
、
子

ど
も
た
ち
に
横
須
賀
の
良
さ
を

発
見
・
再
認
識
し
て
も
ら
い
、

横
須
賀
へ
の
愛
着
を
深
め
て
欲

し
い
と
願
っ
て
、
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。 

【
準
備
編
】 

コ
ー
ス
づ
く
り 

 

そ
れ
ぞ
れ
10

人
ほ
ど
が
参

加
し
て
、
計
３
回
、
下
見
を
行

い
ま
し
た
。 

 

１
回
目
は
５
月
15

日
（
日
）
。

主
要
な
名
所 

① 
若
山
牧
水
「
夫
婦
歌
碑
」 

② 

三
浦
一
族
の
津
久
井
次
郎

義
行
公
の
碑
の
立
つ
「
東
光

寺
」 

③ 

純
日
本
風
茅
葺
屋
根
と
日

本
庭
園
の
「
万
代
会
館
」 

を
巡
り
ま
し
た
。
東
光
寺
あ
た

り
の
青
々
と
広
が
る
畑
の
風
景

を
見
て
「
三
浦
半
島
の
恵
み
豊

か
な
台
地
を
歩
こ
う
」
を
、
大

会
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
候
補
と
し

て
提
案
し
ま
し
た
。 

 

 

２
回
目
は
６
月
20

日
（
日
）
。

快
晴
で
真
夏
の
よ
う
な
日
差
し

の
中
、
範
囲
を
広
げ
、
長
沢
海

岸
か
ら
「
三
浦
し
ら
と
り
園
」
、

久
里
浜
霊
園
の
「
三
浦
大
仏
」

を
経
由
し
て
登
り
下
り
。
次
い

で
、
ひ
と
山
超
え
て
京
急
長
沢

駅
側
へ
登
り
下
り
。
さ
ら
に
「
み

か
ん
園
」
へ
と
登
り
下
り
。
続

け
て
３
回
の
登
り
下
り
は
、
か

な
り
キ
ツ
く
、
マ
ス
ク
の
せ
い

で
呼
吸
困
難
に
な
り
そ
う
で
、

皆
の
後
ろ
を
離
れ
、
マ
ス
ク
を

外
し
て
登
り
ま
し
た
。 

 

 

３
回
目
は
７
月
25

日
（
日
）
。

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
コ
ー
ス
の

危
険
箇
所
確
認
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

 

さ
ら
に
、
三
密
に
な
ら
な
い

よ
う
な
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
、
時

間
短
縮
の
た
め
の
コ
ー
ス
縮
小

の
検
討
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
会
そ
の
も
の
の
中

止
に
と
も
な
い
、
未
実
施
に
な

り
ま
し
た
。 

育
成
研
究
部
会
・
高
橋
牧
生 

 

  

「
し
ら
鳥
は 

か
な
し
か
ら
ず
や 

そ
ら
の
青 

海
の
あ
を
に
も 

そ
ま
ず
た
ゞ
よ
ふ
」  

 

教
科
書
に
も
載
っ
て
い
た
、

こ
の
若
山
牧
水
の
短
歌
を
、
ご

記
憶
で
し
ょ
う
か
？ 

 

旅
を
愛
し
、
酒
を
愛
し
た
若

山
牧
水
。
横
須
賀
に
在
住
し
た

の
は
、
わ
ず
か
２
年
足
ら
ず
で

す
が
、
今
大
会
は
、
そ
の
牧
水

ゆ
か
り
の
地
、
北
下
浦
中
学
校

区
で
、
こ
の
「
し
ら
鳥
の
歌
」

（
背
面
に
は
喜
志
子
夫
人
の
歌
）

が
刻
ま
れ
た
、
長
沢
海
岸
の
夫

婦
歌
碑
を
コ
ー
ス
の
一
部
と
し

て
、
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
。 

 

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
１
年
近
く
か
け
て
、
実
施
体

制
、
衛
生
対
策
、
感
染
防
止
対

策
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
協
議

し
て
き
ま
し
た
。 

 

安
全
な
大
会
開
催
に
向
け
、

例
え
ば
、
夫
婦
歌
碑
の
す
ぐ
近

く
の
長
岡
半
太
郎
記
念
館
・
若

山
牧
水
資
料
館
に
は
、
参
加
者

の
密
を
避
け
る
た
め
、
中
に
立

ち
入
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。 

 

参
加
募
集
が
始
ま
る
と
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
８
校
17

チ

ー
ム
も
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り

ま
し
た
が
、
感
染
状
況
の
悪
化

に
よ
り
、
最
終
的
に
今
年
度
も

中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。 

 

主
会
場
の
北
下
浦
中
学
校
、

ゲ
ー
ム
お
手
伝
い
の
津
久
井
浜

高
等
学
校
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
て

く
だ
さ
っ
た
各
中
学
校
の
先
生
、

生
徒
、
コ

ー
ス
づ
く

り
に
参
加

し
て
く
だ

さ
っ
た
地

域
の
皆
様

な
ど
、
ご

協
力
く
だ

さ
っ
た
多

く
の
方
々

に
、
深
く

感
謝
い
た

し
ま
す
。 

 

来
年
度

こ
そ
、
こ

の
北
下
浦

中
学
校
区

で
大
会
開

催
を
リ
ベ

ン
ジ
で
き

る
よ
う
、

心
よ
り
祈

っ
て
い
ま

す
。 育

成
研
究
部
会
・
高
橋
牧
生 

 

  

【
行
動
編
】 

 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
・ 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

 

コ
ロ
ナ
だ
か
ら
何
も
で
き
な

い
で
は
な
く
、
安
全
な
開
催
へ

の
模
索
と
、
未
経
験
の
方
に
も

ラ
リ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で
実
施

し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
と

て
も
良
か
っ
た
。楽
し
か
っ
た
。

そ
し
て
来
年
度
こ
そ
は
実
現
さ

せ
た
い
」
と
の
う
れ
し
い
感
想

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
改
善
点
も
あ
り
ま
す
が
、
や

っ
て
良
か
っ
た
で
す
。 

育
成
研
究
部
会
長 

木
藤
ひ
ろ
み 

 

12

月
11

日
（
土
）
北
下
浦
中

学
校
周
辺 

 

参
加
者
24

名
（
育
成
研
究
部

会
員
他
） 

 

参
加
者
を
、
受
付
員
、
誘
導

員
、
本
部
記
録
員
、
ゲ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
、
中
学
生
役
に
振
り
分

け
、
本
番
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

体
験
後
、
全
員
が
集
合
し
、

問
題
点
を
出
し
合
い
、
そ
の
場

で
２
、
３
の
改
善
意
見
が
出
る

な
ど
、
取
り
組
む
姿
勢
は
真
剣

で
し
た
。 

 

私
は
中
学
生
役
に
な
っ
て
、

夫
婦
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
牧
水
の

歌
を
読
み
な
が
ら
ク
イ
ズ
を
考

え
、
津
久
井
浜
の
砂
浜
で
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
心
臓
破
り
の
急

勾
配
の
坂
が
あ
る
長
沢
公
園
を

登
っ
た
り
と
、
所
要
１
時
間
55

分
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
体
験

し
ま
し
た
。 

 

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
を
中
学
生
の
目
線

で
体
験
で
き
た
こ
と
は
、
今
後

の
活
動
に
役
立
つ
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。 

広
報
研
究
部
会
・
飯
田
功 

第 15 回中学校対抗ウォークラリー大会 
「光る海、風薫る丘、牧水ゆかりの地を歩く」 

北下浦小 

夫
婦
歌
碑

 

北下浦中 
記
念
館

 

▼整列後、順にエントリー

▼ゲーム ▼5 分間隔でスタート

▼ゴール ▼集計 

▼閉会式・表彰 道標設置場所検討▼
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「
池
上
ウ
ォ
ー
ク 

ラ
リ
ー
大
会
」 

 

７
月
25
日
（
日
）
９
時
、
真

夏
の
晴
天
下
、
池
上
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
が
、
池
上
町
内
会

の
９
団
体
45
名
の
協
力
に
よ

り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

ス
は
池
上
町
内
を
巡
る
Ａ
と
Ｂ

の
二
つ
、
参
加
者
は
28
チ
ー
ム

計
109
名
で
し
た
。 

 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
２
年
連
続
し
て
祭
礼

中
止
と
な
る
中
、
池
上
神
社
の

池
若（
祭
礼
運
行
団
体
）か
ら
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
開
催

し
た
い
の
で
協
力
し
て
欲
し
い

と
の
要
請
を
受
け
、
企
画
運
営

に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 

祭
礼
で
は
、
宵
宮
の
出
店
と

祭
礼
当
日
の
子
ど
も
神
輿
と
山

車
の
運
行
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、

大
は
し
ゃ
ぎ
で
楽
し
い
時
を
過

ご
す
は
ず
で
し
た
か
ら
、
こ
の

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
は
何
と

し
て
も
開
催
し
た
い
と
思
い
、

他
の
７
団
体
に
も
協
力
要
請
し
、

５
回
の
会
議
を
経
て
、
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

 

当
日
、
祭
礼
の
お
囃
子
が
流

れ
る
中
、
８
時
半
か
ら
参
加
受

付
を
開
始
し
ま
し
た
。
受
付
け

の
待
ち
時
間
、
子
ど
も
た
ち
は
、

用
意
し
た
太
鼓
を
楽
し
そ
う
に

た
た
い
て
い
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
作
り
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
を
持
ち
、
約
１
時
間
、

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
各
４

か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

ク
イ
ズ
を
解
き
、
ラ
リ
ー
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。
設
定
タ
イ

ム
に
近
い
順
に
賞
品
が
渡
さ
れ

た
他
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

も
参
加
賞
を
受
け
取
っ
て
、
満

足
そ
う
で
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
と
真
夏
日
で
の
開

催
で
、
参
加
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
、

体
調
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

時
期
で
も
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を

見
ら
れ
て
、
大
成
功
の
開
催
で

あ
り
ま
し
た
。 池

上
・
番
場
清
隆 

自
転
車
教
室 

「
危
な
い
！
」
坂
道
か
ら 

飛
び
出
す
自
転
車
に 

人
も
車
も
ド
ッ
キ
リ
劃 

 

子
ど
も
た
ち
が
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
と
始
め
た

「
自
転
車
教
室
」
を
、
11
月
13

日
（
土
）、
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
当
日
の

飛
び
入
り
も
含
め
、
小
学
生
26

名
、
園
児
８
名
、
３
歳
児
１
名

の
計
35
名
で
し
た
。 

 

受
付
で
名
前
確
認
、
検
温
を

済
ま
せ
、
体
育
館
へ
。 

 

交
通
課
の
お
ま
わ
り
さ
ん
の
、

ク
イ
ズ
を
交
え
た
自
転
車
の
話
。

「
本
当
は
大
人
の
人
も
知
ら
な

か
っ
た
り
、
勘
違
い
し
て
る
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
よ
ネ
？
」
に

周
り
の
大
人
は
苦
笑
い
。 

 

ビ
デ
オ
で
お
さ
ら
い
を
し
た

後
、
校
庭
へ
。 

 

校
庭
で
は
、
自
転
車
屋
さ
ん

が
、
子
ど
も
た
ち
の
自
転
車
の

タ
イ
ヤ
空
気
圧
、
ハ
ン
ド
ル
や

ブ
レ
ー
キ
の
調
子
な
ど
を
点
検
。

修
理
箇
所
が
あ
れ
ば
、
チ
ェ
ッ

ク
表
に
記
入
し
て
保
護
者
へ
。  

 

「
お
婆
さ
ん
が
い
る
よ
」「
交

差
点
の
横
は
見
え
な
い
よ
ね
？
」

「
公
園
横
は
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で

く
る
か
も
！
」
な
ど
、
要
所
の

説
明
の
後
、
自
転
車
に
乗
っ
て

実
技
の
ス
タ
ー
ト
。 

 

お
ま
わ
り
さ
ん
や
防
犯
委
員

会
の
お
じ
さ
ん
た
ち
に
緊
張
し

て
い
る
の
か
、
一
度
自
転
車
を

降
り
て
し
ま
う
と
「
乗
っ
て
も

い
い
ん
だ
よ
～
」
の
声
も
聞
こ

え
ず
、
最
後
ま
で
押
し
歩
き
の

子
も
（
笑
）。
10
秒
か
け
て
ス
ロ

ー
で
走
る
コ
ー
ス
は
、
意
外
と

フ
ラ
フ
ラ
走
行
。
後
で
聞
く
と

「
ゆ
っ
く
り
走
る
の
メ
チ
ャ
難

し
い
！
」
と
の
こ
と
。 

 

久
し
ぶ
り
の
開
催
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も
あ
り
、

少
々
不
安
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
「
楽
し
か
っ
た
よ
」
の

声
に
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。 

 

た
だ
、
最
近
は
ロ
ー
ラ
ー
ボ

ー
ド
で
出
か
け
る
子
も
多
く
、

も
っ
と
危
険
度
は
増
し
て
い
る

よ
う
な
。
次
年
度
以
降
の
課
題

と
な
り
そ
う
で
す
。 

 

最
後
に
、
田
浦
警
察
署
交
通

課
、
鷹
取
小
学
校
、
防
犯
対
策

委
員
会
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ

て
開
催
で
き
た
教
室
だ
っ
た
と
、

感
謝
い
た
し
ま
す
。 

鷹
取
・
青
野
ユ
リ
エ 

鷹
取
音
楽
祭 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
さ
れ

て
い
た
「
鷹
取
音
楽
祭
」
を
、

11
月
27
日(

土)

、
無
事
開
催
で

き
ま
し
た
。 

 

昨
年
と
同
様
の
バ
ン
ド
演
奏

と
お
囃
子
会
に
加
え
、今
年
は
、

ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
が
初
出
演
。

そ
の
素
敵
な
歌
声
に
う
っ
と
り
。 

 
寒
さ
も
忘
れ
そ
う
䢧
だ
っ
た

の
に
、
ポ
ツ
ポ
ツ
雨
が
、
だ
ん

だ
ん
小
雨
に
。
太
鼓
、
楽
器
な

ど
の
器
材
に
カ
バ
ー
を
掛
け
た

り
、
一
時
は
バ
タ
バ
タ
し
ま
し

た
が
、
お
囃
子
の
獅
子
舞
が
雨

を
追
い
払
っ
た
よ
う
で
、
ほ
ど

な
く
止
み
、
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

今
年
は
、
後
ろ
の
壁
に
鷹
取

小
学
校
６
年
生
が
描
い
た
壁
画

が
、色
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

来
年
の
夏
に
は
「
た
か
と
り

祭
り
」
の
舞
台
で
、
思
い
き
り

歌
い
、
演
奏
で
き
る
こ
と
を
、

心
よ
り
願
う
ば
か
り
で
す
。 

鷹
取
・
青
野
ユ
リ
エ 

  

「
中
学
校
区
」
発
信 
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非
行
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
ポ
ス
タ
ー
募
集 

【
募
集
テ
ー
マ
】 

中
学
生
が
考
え
る
非
行
の
防
止 

 
令
和
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
に
、
今

年
は
、
71
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
協
議
会
内
ば
か
り
で

な
く
、
横
須
賀
市
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。 

 

作
品
内
の
標
語
・
イ
メ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
「
非
行
」
の
カ
ウ
ン
ト
数
を
、
以
下

の
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
。「
い
じ
め
䢧
」
で
は
携

帯
電
話
や
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
た
誹
謗
中
傷
が
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
そ
の
他
」
に

は
窃
盗
、
深
夜
徘
徊
、
暴
力
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。（
環
境
・
広
報
研
究
部
会
） 

全
71
点 
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久
里
浜
・
神
明
・ 

 
 

 
 

 

岩
戸
中
学
校
区 

 

８
月
25

日
（
水
）
19

時
ご
ろ
、

地
元
団
体
に
よ
る
「
く
り
は
ま

〝
夢
〟
花
火
＆
い
わ
と
〝
夢
〟

花
火
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
花

火
が
上
が
る
た
び
に
、
歓
声
を

上
げ
る
親
子
の
顔
が
明
る
く
浮

か
び
上
が
っ
て
、
楽
し
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

 

終
了
後
、
久
里
浜
、
神
明
お

よ
び
岩
戸
の
各
中
学
校
区
の
推

進
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

楽
し
い
気
持
ち
に
水
を
差
さ
な

い
よ
う
、
優
し
く
見
守
り
な
が

ら
も
「
早
く
帰
っ
て
ね
」
と
、

声
掛
け
を
し
な
が
ら
の
パ
ト
ロ

ー
ル
で
し
た
。 

公
郷
中
学
校
区 

 

例
年
夏
・
冬
の
２
回
、
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
連
絡
会
の

40

名
ほ
ど
で
、
３
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
８
月
27

日
19

時
～
、

推
進
員
・
育
成
担
当
者
６
名
で
、

公
郷
交
番
付
近
か
ら
六
つ
の
公

園
を
経
由
し
て
北
久
里
浜
駅
付

近
ま
で
の
コ
ー
ス
を
、
廻
り
ま

し
た
。 

 

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
学
校

関
係
者
や
保
護
者
と
自
然
に
情

報
交
換
で
き
る
、
良
い
機
会
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
参
加

者
で
実
施
で
き
る
こ
と
を
、
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

 
私
は
、
他
校
の
中
学
生
同
士

の
交
流
・
発
表
の
場
は
、
非
日

常
の
経
験
で
あ
り
、
一
生
の
思

い
出
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
私

自
身
が
そ
う
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
二
大
行
事
（
わ
ん
ぱ
く
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
中
学
校
対
抗

ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
）
が
、
２

年
連
続
し
て

中
止
に
な
っ

た
の
は
、
非
常

に
残
念
で
す
。 

 

「
あ
つ
も
の

に
懲
り
て
な

ま
す
を
吹
く
」

（
ク
ラ
ス
タ

ー
発
生
を
恐

れ
て
青
少
年

の
行
事
を
あ

き
ら
め
る
）
こ

と
の
な
い
よ

う
、
文
句
な
し
万
全
の
対
策
を

講
じ
て
、
来
年
こ
そ
は
開
催
で

き
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。（
鷹
取
・
森
田
攻
） 

 

 

２
月
12

日
14

時
～ 

 

横
須
賀
市
立
青
少
年
会
館 

 

開
会
の
言
葉
、
冒
頭
あ
い
さ

つ
の
後
、
次
の
２
件
、
３
名
の

方
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
青
少
年
指
導
員
表
彰 

 
 

衣
笠
・
角
井 

満 

 
 

公
郷
・
原
田 

修 

青
少
年
育
成
活
動
推
進
員
表
彰 

 
 

神
明
・
中
尾
洋
子 

 

 

 

続
い
て
、
衣
笠
、
久
里
浜
お

よ
び
池
上
各
中
学
校
区
に
よ
る
、

活
動
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染

が
拡
大
す
る
中
、
学
校
お
よ
び

町
内
会
・
自
治
会
関
係
者
に
は

お
声
が
け
せ
ず
、
推
進
員
と
横

須
賀
市
関
係
者
の
み
の
聴
講
と

な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
横
須
賀
市
こ
ど
も

家
庭
支
援
課
係
長
・
池
田
勲
さ

ん

か

ら

「
子
ど
も

達
が
街
中

で
見
掛
け

な
く
な
っ

た
事
に
つ

い
て
」
と

い
う
タ
イ

ト
ル
で
、

ご
講
演
い

た
だ
き
ま

し
た
。 

 

地
域
パ
ト
ロ
ー
ル 

コ
ロ
ナ
禍
に 

推
進
員
を
経
験
し
て 

表
彰
式
・ 

活
動
体
験
発
表
会
・ 

講
演
会

ゆうやけこやけ 

 定年退職してから１５年。健康維持のた

め毎日朝夕１時間、平作川の川面を観察し

ながら散歩しています。河口から５km く

らい離れていますが、海からボラなどの魚

が遡上してきます。 

 ３種類の鷺（白、青、へら）が冷たい川

辺に３０分以上も佇んで魚を狙っている姿

や、海鵜か川鵜か定かではないけれど、前

後左右自在に潜り魚を啄んでいる姿もあり

ます。また鴨やカイツブリが優雅に泳いで

いる姿や、清流にしか棲まないと言われる

カワセミが飛んでいる姿も見られます。 

－平作川の水も、 

すっかり綺麗になりました－ 

 散歩しながらいろいろな光景を見ると、

目の保養にもなります。皆様も近くにお出

かけの際は、ぜひご覧になってください。 

 青少年育成活動に携わって４５年になり

ますが、この２年間は、新型コロナウイル

スのため、不完全燃焼の状況です。これか

らも犬を友として散歩を続け、身体の許す

限り、子どもたちに元気を与えられるよう

頑張っていきたいと思います。（ＫＳ） 

【
編
集
後
記
】 

�
 

今
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を 

�
 

諦
め
な
い
底
力
と 

�
 

逆
転
の
発
想
で 

�
 

挑
戦
者
と
な
っ
て 

企
画
会
議
で
の
話
し
合
い
か

ら
感
じ
ら
れ
た
４
つ
の
意
気

込
み
を
、
我
々
推
進
員
や
地
域

で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
に

伝
え
よ
う
と
、
31
・
32

合
併
号

に
折
り
込
み
ま
し
た
。
今
後
も

今
年
と
同
様
な
環
境
が
続
く

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
念
頭
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
（
Ｔ
・
Ｏ
） 


